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耐酸化性能の向上のため、高温ガス炉の燃料要素の黒鉛母材を、SiC を含む母材（SiC/C 母材）に置き換え

るための技術開発を行った。この技術開発の内、検査技術開発について述べる。
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1. 緒言

高温ガス炉の安全性向上に寄与する耐酸化燃料要素は、従来の燃料要素に用いられる黒鉛母材と異

なる SiC/C 母材であることから耐酸化性能や硬度等の特性が大きく異なるため、新たに検査技術開発

が必要となった。本報告では平成 26 年から平成 28 年度にかけて実施した成果を報告する。

2. 検査技術開発

被覆燃料粒子の模擬材としてアルミナ粒子を、SiC/C 母材原料粉末として黒鉛、ケイ素等の混合物を用い、

試作した模擬耐酸化燃料要素を用いて、SiC/C 母材の均質性ならびに粒子分散状態等の評価を目的とした検

査手法の技術開発を行い、問題点を摘出し対処法を検討、適用性を確認した。

また、高温ガス炉燃料性能検査として必須である、被覆燃料粒子の破損率評価を目的とした SiC/C 母材

解砕技術開発を行い適用性を評価した。

3. 試験結果

SiC/C 母材の均質性ならびに粒子分散状態等の評価を目的とした検査技術開発

として、金相試料作製法の開発及び非破壊検査である X 線透過検査について試

験及び評価を行い、SiC/C 母材においても適用可能であることを確認した。

また、被覆燃料粒子の破損率評価を目的としたSiC/C母材解砕技術開発として、

溶融 KOH 法、加圧酸分解法（加熱法として、マッフル炉及びマイクロ波[1]それ

ぞれの方法を検討）による解砕技術について試験及び評価を行い、それぞれが

SiC/C 母材の解砕技術として適用可能である見通しを得た（図 1）。

4.まとめ

耐酸化燃料要素開発として、燃料の特性及び性能評価に必要な検査技術開発を

行い、SiC/C 母材の均質性ならびに粒子分散状態等の評価及び検査手法及び被覆

燃料粒子の破損率評価を目的とした SiC/C 母材解砕技術を確立した。
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図１ 溶融 KOH 法試験結果の例

（上：解砕前、下：解砕後）
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